
第17回東京菅江鼻渡合開催のご案内

今回は、秋田県立博物館学芸主事のな山修さんをヰ師にお招きした学習会と、秋田

県出身のテノール歌手、蒼藩忠生さん（二期会金具・東京菅江裏資金会見）のコン
サートを企画致しました。

日時平成24年2月25日（土）

15＝00－　講演　　　　　　　　松山　修　氏

「菅江真澄の地誌に見る後三年合戦1

16：30～　　テノールコンサート　斉藤　忠生氏

17：30～19：30　　懇親会　くきりたんば鍋有）

会場　日本青年館3階国際ホール

会費　講演・コンサートのみの方　3，000円

懇親会まで参加の方　　　　7．000円
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主催　東京菅江真澄会

※先着100名で締め切らせて頂きますので、お早めにお申し込みをお願い致します0（申込方法は裏面に記載）

菅江鼻澄（すがえますみ）
秋田県内の名所や史跡、風景、風俗を絵や文章で詳細に記

録し、秋田藩領の地誌編纂に取り組むなど、秋田県に大きな

足跡を残した。

彼は、江戸時代後期の紀行家であり博物学者であった。宝

暦4年（1754）、三河（愛知県）で生まれた彼臥国文

学や本草学を学んだ後、天明3年（1783）に30歳で旅

立ってからは、二度とふるさとの地を踏むことはなかった。

その生涯の中で、信濃、越後、東北各地、蝦夷地を巡って

いるが、一番長い時間を過ごしたのが秋田だった。最初に東

北を旅した時に訪れた秋田が忘れがたかったのか、48歳で

菅江貫温
故繍・三河からの鏡の足

再び秋田藩領に入ると、没するまでの28年間を過ごしている0

その間、現在の秋田県のほぼ全域を歩き、詳細なスケッチや紀行文などを残した0その著作は200冊以上に

もなり、現在その半数近くが国の重要文化財に指定されている0
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